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大 会 名 称 　文部科学大臣杯第46回全日本アルティメット選手権大会
　　　　　　　本戦

開 催 期 間 　2021年10月9日（土）-10日（日）

開 催 場 所 　福島県双葉郡楢葉町 ナショナルトレーニングセンターＪヴィレッジ

主 催　 一般社団法人日本フライングディスク協会

後 援　 スポーツ庁、公益財団法人日本オリンピック委員会、

　　　　　　　公益財団法人日本スポーツ協会、楢葉町、

　　　　　　　公益財団法人日本レクリエーション協会、

　　　　　　　特定非営利活動法人日本ワールドゲームズ協会、広野町（順不同）

協 賛　　伊藤忠エネクス株式会社、

　　　　　　　パシフィックコンサルタンツ株式会社（順不同）

開 催 部 門 　①オープン部門（性別不問） ②ウィメン部門（女性のみ）

　　　　　      （各地区、各部門2チーム以上の参加で部門成立となります）

参 加 資 格 　チーム ： 2021年度JFDA登録団体であり、各地区の地区予選にて

　　　　　　　　　　　本戦出場権を獲得していること。

　　　　　　　　　　　選抜シード権を獲得していること。

                 　 競技者 ： 2021年度のJFDAのA会員であること。

                 　 チームスタッフ ： 2021年度のJFDAのA会員またはB会員であること。

大会概要



祝辞会長挨拶greetings

　文部科学大臣杯第46回全日本アルティメット選

手権大会主催者を代表してご挨拶申し上げます。

昨年コロナ禍で開催を断念しました本大会を今年開

催できることを喜び、開催に向けてご尽力いただい

た皆様、そして辛い時を乗り越え本大会に参加して

くださった選手の皆様に感謝いたします。しかし、

未だ完全収束に至っていない現状ですので、感染防

止へのご協力を引き続きお願い申し上げます。

さて、東京オリンピックでの追加競技種目スケート

ボード、サーフィン、スポーツクライミングは、オ

リンピズムが目指すスポーツの原点とあるべき姿、

差別のない共生社会を新たな形で示してくれまし

た。2024年パリ大会ではブレイクダンスが加わり

ますが、追加競技種目はすべてワールドゲームズ加

盟競技から選ばれており、フライングディスク競技

アルティメットは、発祥の地アメリカ合衆国のロサ

ンゼルスで2028年に開催されるオリンピックの新

追加競技種目としての期待が高まっています。

今から53年前の1968年、米国ニュージャージー州

メイプルウッド市コロンビア高校の生徒ジョエル・

シルバーが考案した「究極」のフライングディスク

競技団体種目「アルティメット(Ultimate)」は、

2001年から国際オリンピック委員会(IOC)が後援

する非オリンピック種目の国際総合競技大会「ワールドゲームズ」公式種目となり、2015年8月に世界フライングディスク連盟

(WFDF)はIOC・IPC承認競技団体となって現在5大陸96ヵ国の協会が加盟しています。日本フライングディスク協会（JFDA）

も2014年6月10日に日本オリンピック委員会加盟団体（承認団体）、2017年6月23日に日本スポーツ協会準加盟団体となり、

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 9階に事務局を置いています。

競技レベルにおいても、前回の世界選手権大会でアルティメット日本代表チームは、オープン部門 準優勝、ウィメン部門 4位、

ミックス部門6位で総合4位となり、2017年ワールドゲームズでは5位の成績をおさめました。

普及においては、2012年4月に改定された「中学校体育学習指導要領」にアルティメットが掲載されており、ジュニア層での

アルティメットの飛躍的普及が進んでいます。また、5人制ミックスアルティメットが、2022年5月に延期開催される「ワール

ドマスターズゲームズ2021関西大会」（IOCが連携支援する大会）の正式競技種目となっており、あらゆる年齢層での普及が進

んでいます。

こうした状況の中、学生・社会人を問わず、オープン部門とウィメン部門において日本の全てのアルティメットチームの頂点

に立つチームに授与される「文部科学大臣杯」獲得を目指して【北海道・東北】【関東】【中部】【関西・中四国】【九州・沖縄】の

各地区予選、そして本戦・決勝戦と１ヶ月に渡る熱い戦いが2年ぶりに繰り広げられます。アルティメットで最も大切な精神 

”Spirit of the Game”を守り、将来五輪競技種目になっても誇るべき、一戦一戦全力を尽くした魅力ある熱戦を期待します。

　最後になりましたが、ご後援いただいた文部科学省スポーツ庁、日本オリンピック委員会、日本スポーツ協会、日本ワール

ドゲームズ協会、日本レクリエーション協会はじめ関係機関、ご協賛・ご協力を賜りましたすべての関係各位に厚く御礼申し

上げご挨拶とさせていただきます。

大会会長　　師岡 文男
（一般社団法人日本フライングディスク協会 会長）

　文部科学大臣杯第４６回全日本アルティメット選手権大会が開催されますことを心からお祝い
申し上げます。

　フライングディスクが「高度の競技スポーツ」として、また、誰でも楽しめる「生涯スポーツ」
として多くの人に親しまれていることは、誠に喜ばしい限りです。この「アルティメット」競技
は、「スピリット・オブ・ザ・ゲーム」という各選手のフェアプレイに対する責任感の上に成り
立ち、選手は競技者であるとともに、審判としての役割も果たします。相手に敬意を払い、ルー
ルを順守するこの競技は豊かな人間性の育成を図る上でも非常に意義深いものです。

　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催され、スポーツ庁では、同大会の
レガシーとして、生活の中に自然とスポーツが取り込まれている「スポーツ・イン・ライフ」と
いう姿を目指し、スポーツを通じた国民の健康増進や生涯スポーツの振興等に取り組んでいると
ころです。選手の皆様におかれましては、「スピリット・オブ・ザ・ゲーム」の精神のもと、日頃
の活動の成果を十分に発揮するとともに、全国各地から集まった仲間と交流を深めてください。
また、今後ともフライングディスク競技をはじめとするスポーツを楽しんでいただき、「スポー
ツ・イン・ライフ」を多くの仲間とともに実践していただくことを期待しております。

　結びに、感染症対策を講じながら本大会の開催に御尽力された一般社団法人日本フライングデ
ィスク協会をはじめ、関係の皆様に心から感謝の意を表しますとともに、本大会の御成功及びフ
ライングディスク競技の益々の御発展を祈念して、お祝いの言葉といたします。

スポーツ庁長官　　室伏 広治

祝　　　　辞



祝辞greetings

　新型コロナウイルス感染症に罹患された皆様には心よりお見舞い申し上げます。また、医療従
事者や物流従事者の皆様をはじめ、感染防止にご尽力されている皆様に深謝の意を表します。

　第46回（2021年度）全日本アルティメット選手権大会が開催されますことを心よりお慶び申し
上げます。

　昨年から続く新型コロナウイルス感染症の影響により、部活動が制限され、各スポーツ大会の
延期、中止が相次ぎ、アスリートの皆様にとって非常に厳しい状況が続いていたことと思います。
しかし、このコロナ禍の困難に対して立ち向かう姿勢や経験が、今後の成長の大きな糧となるこ
とを信じています。自分の可能性を信じ、日ごろの鍛錬の成果を存分に発揮いただきたいと思い
ます。

　選手強化本部では、「人間力なくして競技力向上なし」をテーマに掲げています。先日の第32回
オリンピック競技大会（2020/東京）では、多くのアスリートが躍動し、日本代表選手団は、過去
最高成績を収めることができました。スポーツは、「する、見る、支える」などの観点から多くの
人々に親しまれ、その活動を通して、共感能力を育み、人と人とがつながることで、感動が生れ
ます。「卓越」「友情」「尊敬／尊重」の精神を大切にし、競技力のみならず、一人の人間としても
模範とされ、たくさんの人から応援されるようなアスリートが誕生することを期待しています。

　結びに、コロナ禍という厳しい状況の中で、本大会の開催・運営に向けてご尽力されたい一般
社団法人日本フライングディスク協会師岡会長をはじめ、関係者の皆様に心から敬意を表すとと
もに、選手の皆様のご活躍を祈念いたします。また、今夏開催されましたオリンピックに対し、
熱い応援とご支援ご尽力いただきましたことに感謝の意を表し、挨拶の言葉といたします。

公益財団法人
日本オリンピック委員会
　　会長　　山下 泰裕

祝　　　　辞

歴史history

　フライングディスクの起源は、1940年代にアメリカ合衆国コネチカット州にあるエール大学の学生が、キャ

ンパス近くの「フリスビー・パイ」というパイ屋のパイ皿を投げて遊んだこととされています。そして、その金

属製パイ皿を投げて遊ぶ姿を見たウォルター・フレデリック・モリソンが、1948年にプラスティック製の安全

なディスクを作った後に、製造・販売の権利をモリソンから取得したワーム・オー(Wham-O)社が1959年に

"Frisbee"の名称を登録商標として売り出したことから世界中に広まりました。

　玩具として売り出された「フリスビー」ですが、優れた飛行特性を活かした様々な種目が生み出され、プラス

ティック製ディスクとそれを使ったスポーツ競技種目を総称する一般名称の「フライングディスク」が1984年

に制定されました。材質や形状に改良が重ねられた現在のフライングディスクの飛行性能は、最長飛距離

「338.0m」、最高時速「時速152.9km」、最長滞空時間「16.72秒」とギネスブックに認定されるほど優れ

たものとなり、IOC承認スポーツとして各国で親しまれています。アルティメットの試合では、世界フライング

ディスク連盟公認国際大会や日本国内のほぼ全ての大会において、直径27cm、重さ175gの「ウルトラスター」

（ディスクラフト社製）が使用されています。

フライングディスクの起源

　アルティメットは、英語で「究極」という意味で、1968年に高校生であったジョエル・シルバーが考案し、

アメリカ合衆国ニュージャージー州メイプルウッド市のコロンビア高校で最初のゲームが行われた7人制のチー

ムスポーツです。他の球技にはないディスクの飛行特性や走力、持久力を必要とすることに加えてセルフジャッ

ジで試合を行うことから究極（Ultimate）という名前が付けられました。

　100m近くも飛ぶ「ロングシュート」や多彩なスローを使った「華麗なパスワーク」、空中に浮いているディ

スクを「ダイビングキャッチ」でつかむ瞬間や相手チームのパスを「ダイビングブロック」する瞬間など、ダイ

ナミックなプレイが魅力のスポーツです。芝生の上ではなく、砂浜で試合を行う「ビーチアルティメット（5人

制）」も正式な種目として公認されています。通常よりも小さいフィールドで行う5人制のアルティメットも日

本で普及しつつあります。

　アルティメットは2012年度から中学校学習指導要領（保健体育）にゴール型種目として採用され、フライン

グディスクの代表的な種目として小・中・高校世代への普及も進んでいます。ユース世代からマスター世代まで

が日常的にアルティメットを楽しめる環境作りが求められており、総合型地域スポーツクラブへの普及活動や、

平日の夜を活用した「ナイトアルティメット」への関心が高まっています。

アルティメットの起源



会場図

福島県双葉郡楢葉町 ナショナルトレーニングセンター

Ｊヴィレッジ

field map 会場図

常磐線 Jヴィレッジ駅

Southエリア

Northエリア

・芝生へは各チーム、プレーを行う７名の選手のみ入場可

・芝生の中に椅子を置くことは禁止

・芝生の上では水のみ飲む事が可能

・スパイクはピッチ上のみ
 試合間の、スパイク/靴下/裸足での移動は禁止

注意事項

制限ライン

芝生(立入禁止ゾーン)

コンクリート(選手待機ゾーン)

本部

第2本部

救護

駐車場

トイレ

更衣室

水道

アップエリア

フィールド

検温・消毒

出入り口

ライブ配信



試合情報tournament information

参加に際して

　・スピリット・オブ・ザ・ゲームに則り、全試合セルフジャッジにて進行してください。

　・試合情報配信アプリ「Spolive」にて試合管理を行いますので、各チームにて正確なスコア管理をお願い

　　します。

　・紙面版スコアシートを 1 試合 1 枚分用意していますので、試合管理補助用として記入をしてください。

　・試合中は、「公式ゲームディスク」を使用してください。

リーグ内順位決定方法

　・予選リーグを行った後、各リーグの全チームの順位を勝利数で決定する。

　・勝利数が同数の場合、下記の順位決定方法を使用して順位を決定する。

　・順位決定方法は最上位のチームを決めるためだけではなく、勝利数が同数の全てのチームに適用される。

　・一つの順位決定方法が適用されても、該当する全てのチームが同順位の場合、次の順位決定方法に移る。

　・該当するチームのうちの一部が同順位となった場合、同順位であるチーム間で、

　　また最初の順位決定方法から適用し、順位を決める。

順位決定方法: 以下の順により順位を決定する。

　 1. 該当するチーム間における勝利数。

　 2. 棄権した試合数の少なさ

　 3. 該当するチーム間における試合の得失点差

　 4. 共通する相手チーム全てにおける全試合の得失点差

　 5. 該当するチーム間における試合の得点数

　 6. 共通する相手チーム全てにおける全試合の得点数

　 7. 各チーム一人ずつがゴールラインの後方から遠い方のブリックマークにディスクを投げ、

        ディスクの位置がブリックマークら近い方を上位とする。尚、ディスクを投げる順番は、

        ディスクトス(フリップ)等で決定する。

全国どこでも、リアルタイムのワクワクを。

文部科学大臣杯第46回全日本アルティメット選手権大会 本戦　
　10月9日(土)～10月10日(日)
文部科学大臣杯第46回全日本アルティメット選手権大会 決勝戦
　10月23日(土)
第7回全日本ミックスアルティメット選手権大会　
　12月4日(土)～5日(日)
第32回全日本大学アルティメット選手権大会 本戦・決勝戦　
　12月11日(土)～12日(日)
第4回全日本U21アルティメット選手権大会 本戦・決勝戦　
　2022年3月頃

2021

今年もライブ配信あります。

▶ YouTube 
日本フライングディスク協会
公式アカウントはこちら！！ 

競技形式

タイムアウト

HTC発生後のハーフタイム突入点

ハーフタイム

決勝点

タイムキャップ（TC）

TC発生後の決勝点

ハーフタイム突入点

ハーフタイムキャップ（HTC）

両チームの点数を比較して、高い方に1を加えた点数(上限8点)

7分間(試合時間に含む)

1回75秒 1チームあたり前後半それぞれ2回以内(試合時間に含む)

15点

100分経過した時点で両チームとも決勝点に達していない場合に発生

両チームの点数を比較して、高い方に2を加えた点数(上限15点)

8点

55分経過した時点で両チームともハーフタイム突入点に達していない場合に発生

・ 全部門予選リーグ/全部門順位決定トーナメント












